
 

 

 

 

 
 

 

６年生への「ありがとう」の心で、全校がひとつになりました 
３月３日（木）、「６年生を送る会」を実施しました。惜しいことに新型コロナウイルス感染拡大の中

での行事でした。学級閉鎖の学級が直前まであったことや、感染防止のため体育館での集合形式ができ

ないことなど、全校で実施する難しさを、全校のみなさんのアイデアと熱意で乗り越えた行事でした。 

 何よりも、全校をリードして、まとめてくれた６年生のみなさんへの感謝の気持ちが、どの学年に

も感じられ、心のこもった準備や発表につながっていました 
 

 
発表と贈り物に感激、６年生。 

 
クラブでの感謝を、４年生。 

 
６年生のＮＳＦを再現、２年生。 

 
準備と司会進行に全力、５年生。 

 
フレンドリーの楽しさを、３年生。 

 
感謝の気持ちを贈る、１年生。 

  

 卒業を迎えたこの時期に、６年生のみなさんが、全校のリーダーとなってくれていた姿が多かったこ

とを、改めて感じています。委員会、縦割り活動のフレンドリータイム、クラブ、通学班、そして、那

加三スポーツフェスティバルでのダンスや愛校当番など、全校のため、下級生のために、優しさと思い

やりと温かさをもって、接してくれている姿が目に浮かびます。 

 そうした、学校思い、下級生思いの６年生であったからこそ、「６年生に喜んでもらおう」と、５年

生は、一生懸命に６年生を送る会の企画や司会進行に取り組んでくれました。１年生、２年生、３年

生、４年生のみなさんも、どんなことでお世話になったのか、どんな姿がすごいと思ったのか、素直な

言葉で感謝の気持ちを伝えてくれました。 

 「ありがとう」の心で全校がひとつになる、とてもすばらしい「６年生を送る会」になりました。 

６年生のみなさん、ありがとう。そして卒業おめでとう。 

 ６年生を送る会の翌日となる、３月４日（金）には、６年生と５年生の引き継ぎ式が行われました。

この会も、６年生の誠実な気持ちを、５年生が受け止めていくとても良い会になりました。那加第三小

学校は、上学年のよい姿を、下学年が手本として受け継いでいく、とてもよい伝統があります。この伝

統をいつまでも大切にしていくことが、那加第三小学校がよい学校であり続けるために必要なことと、

改めて感じています。６年生のみなさん、ありがとう。そして卒業おめでとう。 

（文責 校長 加藤浩幸） 

那加三だより  

那加第三小学校 

学校だより 

 Ｒ４．３．２２ 
学校の教育目標 「かしこく ゆたかに たくましく」 

←学校ホームページで、子ども達の姿をご覧ください http://edu-kakamigahara.com/naka3sho/ 

 

長子配付 


